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活動日誌
2003年度後期（研究会）
日時 開催班 活動内容
2004年3月9日 印刷媒体資料班 研究会
大黒俊二氏 （大阪市立大学大学院文学研究科教授）
「中世イタリアのユダヤ人金融」（責任者：新井）
2004年度前期（研究会等）
日時 開催班 活動内容
2004年4月6日 オーラル・アーカイヴ班 2004年度の活動方針についての打ち合わせ
2004年5月13日 21世紀地域文化研究班
（分科会Ⅰ）
特別研究会
「中国オートバイ産業のサプライヤーシステム―競争環境と能力蓄積による
組織の進化―」
講師：大原盛樹（ジェトロ･アジア経済研究所）
研究講義棟4F国際コミュニケーション演習室にて
2004年5月25日 オーラル・アーカイヴ
班
第8回定例研究会
河路由佳（本学外国語学部　助教授）
「戦時下のタイ人元留学生へのインタビュー調査報告」
2004年6月2日 印刷媒体資料班 柿崎正樹氏（（財）中東経済研究所外部専門家（トルコ政治））
「トルコ近現代史の中のユダヤ教徒」
（責任者：新井）
2004年6月3-4日 21世紀地域文化研究班
（分科会Ⅰ）
写真展とパネル・ディスカッション
「9・11後の世界とフォト・ジャーナリズム～メディアウォールを突き崩す～」
パネリスト：広河隆一（“DAYS JAPAN”編集長）、安田純平（フリージャー
ナリスト）
コメント：西谷　修
司会：中山智香子
研究講義棟1F 115番教室にて
2004年6月19-21日 表象文化資料班 国際シンポジウム“Thinking Malayness”
（表象文化研究班とアジア・アフリカ言語文化研究所の共催）
企画：宮崎恒二（アジア・アフリカ言語文化研究所）
　　　キャロル・フォーシェ（アジア・アフリカ言語文化研究所）
アジア・アフリカ言語文化研究所大会議室にて
＊なお、各発表論文ならびに討論の内容については、シンポジウムの報告
（p.7-32）を参照。
2004年6月24日 在地固有文書班 第22回研究会
報告者：高松洋一氏（COEポスト・ドクター研究員）
題目：「オスマン朝における文書・帳簿の作成と保存― 18世紀から19世紀
初頭を中心に―」
海外事情研究所にて
2004年6月30日 21世紀地域文化研究班
（分科会Ⅰ）
特別研究会
「利用されるハイエク―ニューディール期以降の「リベラリズム」の位相
―」
講師：中山智香子
研究講義棟4F国際コミュニケーション演習室にて
2004年7月22日 印刷媒体資料班 研究会
平山篤子氏（帝塚山大学教授）
「フィリッピナス総督府、創設期における対明関係―スペイン・カトリック
王国の対明観―」
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各班の活動報告
史資料総括班
在地固有文書班
印刷媒体資料班
オーラル・アーカイヴ班
表象文化資料班
21世紀地域文化研究班
電子図書館プロジェクト
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史資料総括班
平成15年度　会議報告
日時 場所 活動内容
2004年2月25日 COE拠点本部 第12回総括班定例会議
1. SOASリエゾンオフィスについて
2. 地域研究コンソーシアムについて
3. 出版事業について
4. 広報活動について
5. フェロー、若手支援プログラムについて
6. 予算について
7. その他
2004年3月18日 COE拠点本部 総括班臨時会議
1. 若手研究者助成プログラムについて
2. 予算交付申請書の確認
3. 地域研究コンソーシアムについて
4. 言語COEとの合同シンポジウム開催について
5. 2007年までの活動方針の確認
2004年3月31日 COE拠点本部 第13回総括班定例会議
1. 今年度予算について
2. SOASリエオゾンオフィスの開設と大阪市立大学との共同利用について
3. 若手研究者助成プログラムについて
4. 予算交付申請書の確認
5. 地域研究コンソーシアムについて
6. 言語COEとの合同シンポジウム開催について
7. 2007年までの活動方針の確認
8. デジタルライブラリー担当者について
9. 拠点本部体制について
10. 今年度成果報告書の執筆について
平成16年度　会議報告
日時 場所 活動内容
2004年4月28日 COE拠点本部 第14回総括班定例会議
1. ポスドク研究員の採用について
2. 拠点全体集会について
3. 拠点本部事務体制について
4. その他
2004年6月2日 海外事情研究所 拠点全体集会
1. 中間評価について
2. 拠点事業の一年半を振り返って：問題点と今後
3. 拠点組織と運営体制について
4. その他
2004年6月16日 COE拠点本部 総括班定例会議
1. 全体会議と議事録について（事業メンバーの所属）
2. その他
　　- 国際会議事業の進展状況
　　- 史資料保存共有事業の進捗状況
　　- PD研究員の研究室と備品について
　　- 海外事情研究所よりの要望について
3. デジタルライブラリーの細目決定
4. 博士後期課程助成金受給者の決定
5. 予算執行について
6. 出版事業体制について
7. その他
　　- リエゾンオフィスの活用
　　- 拠点パンフの作成
　　- HP更新と英語版の改訂
2004年7月28日 COE拠点本部 総括班定例会議
1. 予算執行状況について
2.  その他（パンフレット改訂版発行、合同シンポジウム、地域コンソーシアム、リエゾ
ンオフィスの活用について）
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・概要
　2002年10月に開設された本拠点が展開する諸事業は、3年度目に入ったことになる。
　本年4月には、拠点関係者に定年退職者や異動者が出たことに合わせて、事業分担者と研究協
力者を含む組織全体の再編を行った。また、より効果的な事業展開を図るために、1年半の活動
経験に基づき、組織運営の方法にも検討を加えた。
　こうした内部努力の成果もあり、5月18日に開催されたヒアリングを含む中間評価も、無事
乗り越えることが出来た。今後は、残された事業期間内に、如何にして当初目標を超える成果を
上げるかに努力を傾注して行きたい。そのための一助として、拠点事業関係者全員が集う全体集
会を6月2日に開催し、事業目標とその進捗状況を改めて確認した。
・「地域研究コンソーシアム」への参加
　本年４月末には、本邦に於ける地域研究関連諸機関の横断的組織である「地域研究コンソー
シアム（Japan Consortium for Area Studies ; JCAS）」が結成された。このコンソーシアムには、本学大学
院地域文化研究科とともに、本拠点が組織として正式に加盟している。わけても本拠点は、コ
ンソーシアム運営委員会により設置された「情報資源共有化研究会」の中核として活動している。
これは、本拠点が掲げる「研究者、図書館専門司書、アーキビストの連携」、「史資料の非収奪型
収集、ならびにその保存・情報化・共有」という事業理念と事業目標を体現するものに他ならず、
拠点事業の文字通りの全国的展開として大きな意味を持つものと思われる。
・史資料の保存・情報化・共有事業
　総括班所轄の史資料の保存・情報化・共有事業としては、昨年の日印協会関係史料のマイクロ
フォーム化に引き続き、「インドワラ会」関係史料のマイクロフォーム化を行った。アジア太平
洋戦争の開戦とともに、東南アジア・インド地域に在住していた日本国籍の人々は、敵性国人と
して強制収容され、最初はシンガポールへ、そしてそこより、インドのデリー、さらには西部イ
ンドのデーオリーへと移送され、1946年まで収容所に留め置かれることとなった。「インドワラ
会」は、その被収容者団体である。この事実自体が歴史のなかに埋もれてしまったことから、ま
た、被収容者の第一世代の多くがすでに没してしまったこともあり、関連資料は散逸と消滅の危
機にさらされていた。今回、本拠点アドヴァイザーの松本脩作の尽力で、同会関係者の御理解と
全面的な御協力のもと、機関誌、スケッチ、軍票、収容所で作製した身の回りの品々などのマイ
クロフォーム化が完了した。事業と史資料の詳細については、本誌本号に掲載されている松本脩
作の論攷「インドワラ会関係資料の保存について―第二次大戦中のインドにおける日本人市民
抑留の記録」を参照されたい。来年度は、アジア太平洋戦争期のアンダマーン・ニコバール諸島
占領と民政施行、ならびに、インド・ビルマ戦線戦争捕虜関連史資料の収集と保存に着手したい。
　アジア・アフリカ地域の近代諸語図書資料の収集は、ネパール語・パンジャーブ語を中心に
展開された。さらに、本学の池端雪浦学長より寄贈されたフィリピン研究関連蔵書、また、ヒン
史資料ハブ／活動報告
146
ディー語研究室より同じく寄贈されたウルドゥー語図書の整理と収蔵に着手した。
　こうした収集事業に関わる情報は、すべて、拠点HPとDilinsにおいて公開されている。今後
とも、コンテンツの充実を図っていきたい。
・若手研究者への助成
　今年度は、二人のポスドク研究員を採用した。任期は、1年である。また、博士後期課程在学
者11名に対して研究助成金を支給した。研究課題の詳細は、拠点HPに掲載されている。
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在地固有文書班
　2004年度に入り、在地固有文書班では下記の各地域において以下のような文書収集共有事業
を展開した。昨年度までに達成した事業の成果の出版も進めている。
　また7月26日から28日にかけてインドネシア・ジャカルタにおいて「インドネシア写本国際
シンポジウム」を開催した。このシンポジウムによってインドネシア各地の文書史料の収集・保
存・研究ネットワークの形成が具体化するなど、大きな成果を収めることができた。
1. 各地における史資料収集共有事業の展開
インドネシア（担当　菅原由実）
1）  昨年度インドネシア大学およびアンダラス大学文学部講師陣の協力によってパレンバン（南
スマトラ）およびミナンカバウ（西スマトラ）において行なわれた写本調査の結果に基づき、今年
度は、これらの写本をデジタルカメラを用いて撮影し、CD＝ROMを作成する｡また昨年度
に提出された両地域の調査結果および写本カタログ草稿を、個別に出版するための編集作業
を行なっている。
2）  インドネシア写本学会、インドネシア国立イスラーム大学との共催で、7月26日から28日
にかけて「インドネシア写本国際シンポジウム」を開催した。本シンポジウムでは、写本を
研究材料として扱っている様々なディシプリンの研究者を、インドネシア国内および海外か
ら招請し、写本研究の方法論を議論した。これによって写本＝文献学というインドネシア写
本研究の従来の見方を見直し、写本を用いた研究の更なる可能性が追及された。本学からは
宮崎恒二、青山亨、菅原由美が参加した。またDilins設計者加藤さつき氏（現在東大情報基盤セン
ター所属）が参加し、本学Dilinsを紹介した。
ビルマ（ミャンマー）（担当　斎藤照子＋Thu Nandar）
1） 　昨年度実施したマンダレー大学歴史学部に集積された折畳み写本など18-19世紀の社会経済
史関連の文書のマイクロフィルム撮影とCD＝ROM化にもとづいて作成されたカタログ（大
学歴史研究センター長、トゥフラ氏の監修による）の出版のため、編集作業を進めている。
2）  日本におけるビルマ近世史資料の最大コレクション、鹿児島大学調査団が1974年に招来し
たマイクロフィルム114巻のビルマ語カタログを刊行した。（主題別分類、および個別テッガイ（契約文
書）のカタログをも作成掲載）引き続き第二巻の準備を進めている。
3）  今年度の文書調査収集共有事業の対象地域である中部ビルマ、メイッティーラ地方における
文書のデジタルカメラによる撮影を開始した｡　現在はメールによる打ち合わせによって作業
を進めているが、9月にはThu Nandarがポータブル・マイクロカメラを持って作業に合流する。
2005年1月に斎藤が現地において内容の確認作業を行なう予定。
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モンゴル（担当　二木博史＋宮脇淳子）
1） 昨年9月モンゴル、ウランバートルで開催した国際シンポジウム「モンゴル史に関する文書
史料研究の現状と課題」の報告書である論文集を刊行した｡
2）  文書マイクロ化事業：昨年度に引き続き、モンゴルの国家文書管理局をカウンターパートと
して、事業を進めている。二木は5月初頭、ウランバートルに出張、昨年のシンポジウムの報
告書を贈呈するとともにモンゴル国立中央文書館所蔵の清代文書のマイクロ化の方法に関し
て協議、18,19世紀のモンゴル社会史に関わる資料のオリジナルとその関連資料をマイクロ化
するという方針で合意し、文書の選定とカタログの作成を文書館の専門家に依頼した。
3）  二木は、5月に北京の中央民族大学主催のモンゴル語資料の研究に関する国際会議に出席、
19世紀末の文書史料に関する発表を行なった｡二木、宮脇の清代資料の共同研究も昨年に引
き続き行なわれている。
日本（担当　吉田ゆり子）
1）  千葉県富津市湊川河口に7世紀前期から明治5年（1872）まで置かれた湊十分役所（菱田敏子氏所
蔵文書）の役方日記を翻刻、刊行する事業を進めている｡2004年度中に『湊十分所役方日記（仮
題）』として史料集を作成する予定である｡併せて菱田家文書の整理作業を大学院生を中心に行
なっている。
2）  2004年2月から長野県飯田市千代山中の中山家文書の調査を開始した｡土蔵に収蔵されてい
る近世文書を将来にわたる保存のために中性紙封筒に収納しながら整理し、目録作成と撮影
による資料収集を行なっている｡本調査は、同行した学部・大学院生に資料調査方法を実践的
に教授するという臨地教育の場としての意味を併せ持っている。
中国（担当　臼井佐知子＋熊遠報）
1）  2003年10月から本学本郷サテライトにおいて毎月「中国文書研究会」を開催。本学大学院
生のほか東大、一橋大学、東洋文庫などの大学院生、学術振興会ポスト・ドクター研究員を
集め、『徽州千年契約文書』の講読を行い、文書研究の若手養成および研究の深化を図っている。
2）  中国文書史料マイクロ化事業の推進｡　臼井佐知子所蔵文書の整理とマイクロ化作業。およ
び中国安徽省黄山市地方支弁公室所蔵文書マイクロ化についての打ち合わせを行なっている。
3）  来年8月において科研費基盤研究「歴史的アーカイブズの多国間比較に関する研究」との共
催予定の上海における中国文書国際シンポジウムのための打ち合わせ、準備を進めている。
カンボジア（担当　寺内こずえ）
　2004年度より史資料保存共有事業をカンボジアにおいても展開することになった｡2004年度
においては、カンボジア国立公文書館に所蔵されている文書のなかから、まだマイクロ化されて
いない仏領期議会報告書と植民地時代以前の慣習法典集成のマイクロフィルム作成について、公
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文書館との間で合意を見た。同時にカンボジア国立公文書館で不足し、緊急に必要とされている
保存用の和紙その他を供給し、史資料の保存への協力を行なうこととした。
2. 成果の出版
1）   FUTAKI Hiroshi & Demberel Ulziibaatar eds. Researching Archival Documents on History: 
Observations on the Present and Plans for the Future, 東京外国語大学大学院COEプログラム
「史資料ハブ地域文化研究拠点」研究叢書　2004年3月31日。
2）   Thu Nandar, The Catalougue of Materials on Myanmar History in Microﬁlms, 東京外国語大
学大学院COEプログラム｢史資料ハブ地域文化研究拠点｣2004年3月31日。
3. 研究会活動
　2004年４月以降には、以下の研究会を行なった。
第22回研究会　2004年6月24日　海外事情研究所
　報告者：高松洋一氏（COEポスト・ドクター研究員）
　題目： 「オスマン朝における文書・帳簿の作成と保存― 18世紀から19世紀初頭を中心に
―」
　報告内容： オスマン朝の残したアーカイブズの歴史的変遷を辿り、その特徴を指摘すると同時
に、オスマンのアーカイブズの研究状況を紹介。また文書の出所と原秩序保存原則
から、オスマンのアーカイブズの現状を批判的に解剖した。そして結論としてオス
マンのアーカイブズは世界屈指の文書点数を誇るとはいえ、オスマン朝末期から、
トルコ共和国初期にかけて意図的な廃棄、あるいは劣悪な保存常置のためにアーカ
イブズの一部が明らかに消失していること、フォンドの違いが積極的な意味を持た
ないという状況にあること、したがってフォンドの来歴に留意しつつ当時の秩序を
再建する必要があるという点が指摘された。
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印刷媒体資料班
2004年3月以降の活動報告
I. 研究会
3月9日
　大黒俊二氏（大阪市立大学教授）「中世イタリアのユダヤ人金融」
　中世イタリアのユダヤ史には、他の西欧諸地域と比較して顕著な特徴があった。第一は大規模
な追放を経験しなかったことであり、第二はユダヤ人が金貸し業に特化してゆくのが13世紀以
降だったことである。本報告は、そうしたことを背景に、13-15世紀北イタリア諸都市における
ユダヤ人金融について概観し、最後に、15世紀後半、フランチェスコ修道会が民衆の反ユダヤ
感情をあおり、同時にユダヤ人金融に代わる手段として、モンテ・ディ・ピエタという公益質屋
を設立したことが述べられた。
6月2日
　柿崎正樹氏（中東経済研究所外部専門家）「トルコ近現代史の中のユダヤ教徒」
　15世紀末にイベリア半島を逐われたユダヤ教徒の重要な行き先がオスマン帝国だったことは
よく知られている。現代トルコでは、1989年に設立された「500周年記念財団」が、トルコで
ユダヤ教徒が長年享受してきた安定と平和とを世界へアピールする様々な活動を行い、そうした
方向の研究も種々発表されている。本報告では、そうした研究への異議として、リファト・バリ
が1999年に出版した「共和制期におけるトルコのユダヤ人」等を素材に、トルコにおける反ユ
ダヤ主義の歴史と現状をも述べた。
7月22日
　平山篤子氏（帝塚山大学教授）「フィリッピナス総督府、創設期における対明関係―スペイン・
カトリック王国の対明観―」
II. 主な収集資料
　ケーララ出身のインド共産党の指導者、E.M.S.ナンブーディリパードの、マラヤーラム語に
よる全集の既刊分（30巻まで、ただし一冊は在庫切れ）
III. 夏に予定されている海外調査
　スペイン、モロッコ史資料調査
　ナミビア、南アフリカ、イギリスにおける史資料調査
　トルコにおける定期刊行物資料デジタル化事業推進のための活動
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オーラル・アーカイヴ班
　2004年度にはいり、オーラル・アーカイヴ班では昨年度に引き続き、定例の研究会活動とと
もに、本年12月中旬に開催予定のシンポジウムの企画・準備を進めている。
　調査研究活動としては、班のメンバーは各自の研究計画に従って、8月から9月にかけて、中
国・タイそしてカンボジアで調査を行う予定である。同時に、昨年度実施したベトナムのハノイ
市とタービン省での調査（第二次大戦期の日本軍政についての生存者への聞き取り調査）やネパールでの調査
（カトマンズの主にパタンの町でのネパール－チベット間交易に関わっていた元商人たちへの聞き取り調査）等のトラン
スクライブも進めている。
　海外事業としては、2003年度から開始されたバングラディシュの解放戦争研究センターの
「オーラルヒストリー・プロジェクト」への事業協力を継続するとともに、今年度から新規に、
インドネシアのハサヌディン大学との提携事業を開始した。これは、南スラウェシにおける日本
占領期オーラル資料のデジタル保存および調査を協力して行なうというものである。本COE研
究員の菅原由美氏の尽力により、マカッサル公文書館所蔵の資料の保存・調査事業は順調に進展
しつつある。
　2004年4月以降の研究会活動としては、第8回定例研究会として以下の研究会を開催した（場
所は海外事情研究所）。メンバーのほか、本学教員、本学学部学生・大学院生や他大学の院生も参加し、
活発な質議応答がなされた。なお、報告者の河路由佳氏は、今年度から本班の学内研究協力者と
して参加している。
5月25日　第8回定例研究会
　河路　由佳（本学外国語学部・助教授）
　「戦時下のタイ人元留学生へのインタビュー調査報告」
　研究会では、2004年2月から3月にかけて行なったタイ人元日本留学生への聞き取り調査につ
いての報告がなされた。1930年代から1945年にかけての在日留学生のうち、中国人留学生に次
いで多かったのはタイ人留学生であったという。河路氏は、この時期のバンコク在住の元日本留
学生が50年余りにわたって、毎月食事会を行なって交流をあたためている、という情報を得て
調査を実施したとのことである。当時の留学目的や留学生としての生活、戦時下の日・タイ関係
が彼らの生活や心情にいかに反映していたのか、また、現在タイで生活している元留学生の思い
出のなかで、当時の日本がどのように語られているか等、非常に興味深い報告がなされた。河路
氏によれば、それぞれの学習体験や行動範囲は異なるものの（1）留学当時の日本への強い愛着、
（2）同時期に日本留学を経験した仲間の強いつながり（他の集団との乖離）が見られるという。この
現在の日本（日本人）に対して批判的である一方、戦時下の日本に対する思い入れの深さの背景・
意味をどう考えるか等について、活発な意見交換がなされた。
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表象文化資料班
平成16年度
国際シンポジウム "Thinking Malayness"
2004年6月19日～ 21日
（表象文化研究班とアジア・アフリカ言語文化研究所の共催）
企画
　宮崎恒二（アジア・アフリカ言語文化研究所）、キャロル・フォーシェ（アジア・アフリカ言語文化研究所）
会場
　アジア・アフリカ言語文化研究所大会議室
発表者
セッション1 マレー世界の定義
座長：キャロル・フォーシェ（シンガポール大学講師、アジア・アフリカ言語文化研究所客員助教授）
1）「マレー語、 マレー性、マレー研究：研究組織への反映」
シャムスル・アムリ・バハルディン（マレーシア国民大学教授、同大学マレー文明研究所ならびに西洋研
究所所長）
2）「移動、推移するアイデンティティー、そして想像」
シンシア・チョウ（コペンハーゲン大学アジア学科講師）
3）「サイバースペースにおけるマレー語・マレー人とマレー性」
リザル・ユソフ（マレーシア国民大学博士課程）
4）「マレー世界と呼ばれる風下の地」
リワント・ティルトスダルモ（インドネシア科学院社会文化研究センター上級研究員、アジア・アフリカ言
語文化研究所客員教授）
セッション2 マレー人意識：その連続性と変容
座長：永田脩一（東京福祉大学教授）
5）「現代のDunia Melayu運動におけるマレー性の新旧の両側面」
富澤寿勇（静岡県立大学国際関係学部教授）
6）「マラッカ海峡を越える同族意識の復活」
ナタリー・フォー（パリ第7大学助教授）
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7）「音楽とマレー性の連続変異型」
ジェフリー・ベンジャミン（ナンヤン工科大学準教授）
セッション3 マレー性の歴史的展望
8）「マレー的関係の再考：支配者と親族集団」
レオナルド・アンダヤ（ハワイ大学マノア校教授）
9）「港市政体におけるマレー概念：18世紀のジョホール―リアウ・スルタン領土の事例」
西尾寛治（立教大学非常勤講師）
セッション4 少数民族と国民国家
座長：内堀基光（アジア・アフリカ言語文化研究所教授）
10）「スリランカにおけるマレー人の民族意識：若干の観察」
スワン・バジラチャヤ（秀明大学講師）
11）「問題視されるシンガポール・マレー人―そのイメージ形成」
スリアニ・スラットマン（シンガポール国立大学助教授）
12）「マレーシアにおけるマレー人とマレー性の再考：境界に位置するマドゥラ人」
ファウジ・スキミ（マレーシア国民大学博士課程）
13）「フィリピンにおけるマレー性」
床呂郁哉（アジア・アフリカ言語文化研究所助教授）
セッション5 十字路に位置するマレー性
座長：オマール・ファルク・バジュニド（広島市立大学教授）
14）「マレー世界に住むこと：タイ＝マレーシア国境における中国系学校における実践」
高村加珠恵（東京外国語大学大学院博士課程）
15）「Nayu dok pehe nayu（マレー人はマレー語を理解しない）：タイ においてマレー人である苦悩」
サロジャ・ドライラジョ（シンガポール国立大学助教授）
16）「南タイにおける性道徳と宗教的言説」
西井涼子（アジア・アフリカ言語文化研究所助教授）
セッション6 争いの中の民族意識と土着主義
座長：石川登（京都大学東南アジア研究センター助教授）
17）「危機的状況における民族と階級：中部ジャワにおける労働者と経営者」
マリオ・ルッテン（アムステルダム大学教授）
18）「マレー、土着主義、「文明化のプロセス」：争われる領域における権利と要求」
ビビアン・ウィー（香港市立大学助教授）
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19）「サンバス・マレー人の歴史と帰属意識」
パバリ（ポンティアナク・タンジュングプラ大学講師）
セッション7 文化の生産と実践におけるマレー表象
座長：左右田直規（東京外国語大学外国語学部講師）
20）「文化生産の弁証法的性格：ママンダ劇の事例」
ニヌック・クレーデン（インドネシア科学院社会文化研究センター上級研究員、インドネシア大学講師）
21）「近代の花：映画女優と脱植民地期におけるマレー意識の創出」
ティモシー・バーナード（シンガポール国立大学助教授）
22）「完璧を求めて－ムラユの力」
ヘンドリック・マイヤー（カリフォルニア大学リバーサイド校教授）
23）「マレー世界におけるプンチャック・シラット－マレー人の社会倫理と攻撃性」
ジャン－マルク・ドゥグラーヴ（フランス国立東洋言語文化研究所研究員）
セッション8 イスラームとマレー性の関係に関する考察
座長：立本成文（京都大学名誉教授、中部大学教授）
24）「マレー人の宗教的ジレンマ：近年の問題点」
アジザン・バハルディン（マラヤ大学準助教授、同大学文明間対話センター長）
25）「マレー性：イスラームと民族性・宗教性の緊張関係ならびに調和」
オスマン・バカル（ジョージタウン大学モスリム・クリスチャン相互理解センター客員教授）
　なお、各発表論文ならびに討論の内容については、シンポジウムの報告を参照されたい。
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21世紀地域文化研究班
第1分科会
2004年5月13日　特別研究会
「中国オートバイ産業のサプライヤーシステム―競争環境と能力蓄積による組織の進化―」
講師：大原盛樹（ジェトロ･アジア経済研究所）
─東京外国語大学府中キャンパス　研究講義棟4F国際コミュニケーション演習室にて
6月3日－4日　写真展とパネル・ディスカッション
「9・11後の世界とフォト・ジャーナリズム～メディアウォールを突き崩す～」
パネリスト：広河隆一（『DAYS JAPAN』編集長）
　　　　　　安田純平（フリージャーナリスト）
コメント：　西谷　修
司会：　　　中山智香子
─東京外国語大学府中キャンパス　研究講義棟1F 115番教室
　グローバル世界における〈視角の地政学〉研究の一環として行われたこの企画では、グローバ
ル秩序の作り出す「メディア・ウォール」（とりわけ9.11以後顕著になっている）を超えて、秩序形成の
争点とされる地域の現実にアプローチし、鳥瞰図ではない現場の視角を開くために行われている
困難な試みを、世界の現状と日本のメディア状況をコンテクストにとりあげた。とりわけ、この
4月に創刊された日本発のフォト・ジャーナリズム月刊誌『DAYS JAPAN』があり、大メディ
アの穴を埋めて戦地を取材するフリー・ジャーナリストたちがいる。今回は同誌創刊者で世界的
なフォト・ジャーナリスト広河隆一さんと、先ごろイラクから帰還した安田純平さんを招いてパ
ネル・ディスカッションを行うと同時に、ご両人の協力で写真展を開催した。研究講義棟1Fガ
レリア奥で慎ましく展示された20枚ほどの写真は、小規模ながら多くの学生の関心を引き、115
番教室で行われたパネル・ディスカッションには300人を超える聴衆が集まり、通路やステー
ジを埋めるだけでなく廊下や庭にも溢れ出るほどで、 その悪条件のなかでも、現代のフリー・
ジャーナリズムのおかれた困難な状況やその役割について、生々しい体験談を交えて語るパネリ
ストの言葉に、聴衆は熱心に聞き入った。
　短い時間だったが活発な質疑応答も行われた。爆撃される側の「残酷」な写真について、戦争
に加担している日本であればこそ「それに目を背ける権利はわれわれにはない」という広河さん
のコメントが会を締めくくった。
2004年6月30日　特別研究会
「利用されるハイエク―ニューディール期以降の「リベラリズム」の位相―」
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講師：中山智香子
―東京外国語大学府中キャンパス　研究講義棟4F国際コミュニケーション演習室にて
第2分科会
①海外渡航
・ 井尻秀憲と山﨑直也（院生）が9月初旬に米国サンディエゴの日本政策研究所長のチャルマー
ズ・ジョンソン博士、カリフォルニア大学バークレー校東アジア研究所長のT. J. ペンペル教
授らと、「地域研究の過去、現在、将来」に関してインタビューを行った。
・ 澤田ゆかりが窪田道夫と8月に、香港を訪れ、「21世紀型東アジア社会保障モデル」「21世紀の
グローバル化と社会の共生」に関して現地調査を行った。
②国内での研究
・ 若松邦弘は、「21世紀型統治」としてのヨーロッパでの新しい福祉国家モデルと国家・社会関
係（政府と利益集団・NGO、NPOとの関係）について研究を継続する。
③本学での国際会議
・ 渡邊啓貴は、ミラノに本部を置く「国際関係史学会」の国際会議を、「国際関係史再考・アジ
アの視点から」をテーマに、9月に本学で行う。
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電子図書館プロジェクト 東京外国語大学附属図書館　C-DATS総括班  および電子図書館プロジェクトメンバー
Dilins新機能の追加
　電子図書館プロジェクトでは、平成15年12月18日より“Digital Library Network System for 
C-DATS”（以降、Dilins）を公開しているが、平成16年4月30日より、新たな検索機能として「全
文検索」機能を追加した。これにより、一部の資料については、資料のテキスト情報（本文）を
キーワードとして検索することができる。
　現在、C-DATS発行の「史資料ハブ　地域文化研究」の各巻について全文検索が可能である。
　※全文検索画面　［日本語版］http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/search/fullsrch/da_ftext.html
　　　　　　　　　［英 語 版］http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/search/fullsrch/da_ftext_e.html
●キーワード“史資料ハブセ
ンター”で検索すると、本文
に“史資料ハブセンター”を
含む「史資料ハブ」の論文の
一覧が表示される。
★論文の一覧から閲覧したい
ものをクリックすると、本文
が表示される。本文には、キー
ワード“史資料ハブセンター”
が含まれている。
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活動内容　※「史資料ハブ」第3号掲載（2004年3月）以降
2004年4月17日 各種統計報告（受入冊数・登録冊数）に2003年度の統計情報を追加
2004年4月30日 全文検索機能を追加・公開
2004年4月30日  「史資料ハブ　地域文化研究　No.1～ No.3」全文を登録し、全文検
索機能にて検索可能とする
2004年7月27日  インドネシア写本国際シンポジウム（7月26日～ 28日　於ジャカルタ）にて、
Dilinsの機能紹介およびインドネシア古文書のインターネット上での
多言語目録検索と画像公開の事例について発表
   ＊題目： Digital Library Network System for C-DATS- Digitalization 
of Indonesian Manuscripts-
   詳しくは、以下のURLで確認可能
   ＊http://www.dilins.c-dats.tufs.ac.jp/about_dilins/jakarta_sympo_040727.htm
　※インドネシア古文書の書誌と画像の例
現在、国際シンポジウム開催の中心となったC-DATS在地固有文書班
(http://www.tufs.ac.jp/21coe/area/zaichi/han_01_zaichi.html)の資料保存共有活動、デジタル化
事業の成果をDilinsに登録し、インターネットで公開することを検討している。
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出張報告
オーラル・アーカイヴ班／野本京子
在地固有文書班―調査実習報告―／吉田ゆり子
ネパール／石井
ベトナム／今井昭夫
インドネシア／菅原由美
スペイン・モロッコ／立石博高・佐藤健太郎
奄美諸島／高須由美子
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オーラル・アーカイヴ班出張報告 東京外国語大学大学院地域文化研究科教授 野本京子
　オーラル・アーカイヴ班の大学院生による出張をともなう活動（国外・国内）の概要は以下の通
りである。いずれも研究会活動をはじめとする本班の活動に積極的に参加している（寺内は各国に
おけるオーラル・アーカイヴズに関する英語でのweb検索を担当したほか、カンボジアにおけるオーラル資料収集期間につ
いて調査し報告書をまとめている。張は朝鮮語・中国語でのweb検索を担当した）。調査成果は、それぞれの博士
論文および修士論文に活用されるとともに、将来的には本班の事業をより充実したものにするた
めに活かす予定である。
（1）寺内こずえ（本学博士後期課程）
　期間　2003年9月6日～ 2003年9月28日、2004年2月14日～ 3月12日
　場所（渡航先）　カンボジア、プノンペン
　目的と成果　 カンボジアの同年生まれの女性に対する継続的なライフヒストリーの聞き取り調
査を実施した。王宮の踊り子であった、現在芸術大学教授のある女性と、植民地
期から踊り子であったその母親へのインタビューが中心である。同インタビュー
により、インタビューと身振りについての考察をより深めることを目的とした。
インタビューはMDに収録（録音時間1時間半から4時間のもの10本）後、カンボジア語
でのトランスクライブを継続して行なっている。
（2）張延紅（本学博士前期課程）
　期間　2003年9月2日～ 9月22日
　場所（渡航先）　中国、吉林省延吉市　
　目的と成果　 少数民族の女性のライフヒストリーの聞き取り調査を行なった。少数民族の女性
の生活のなかでの地位や社会的地位、教育状況を探ることを目的としている。ま
た、民族学校の学生たちの意識調査や学校文化の現状についても調査を行なった。
調査結果は修士論文のテーマを考察していくうえで大きな示唆を与えるもので
あった。
（3）野崎美穂（本学博士前期課程）
　期間（時期）　 2003年4月13日、5月31日～ 6月1日、7月19日、8月4日、8月22日～ 24日、
9月15日、9月23日
　場所　群馬県邑楽郡大泉町、信州大学、相模原市役所ほか
　目的と成果　 群馬県邑楽郡大泉町において、現在日本で生活する日系ブラジル人への聞き取り
調査を行なったほか、関係諸機関への資料調査を実施した。インタビューは、移
住サイクルと教育観・職業観とのかかわりを中心に行なった。
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在地固有文書班―調査実習報告― 東京外国語大学大学院地域文化研究科教授 吉田ゆり子
　歴史研究の基礎となる史料のうち、特に現地に所蔵されている「在地固有文書」を利用・収集
するにあたり、収奪的な収集方法を避け、文書を後世に伝えるための手立てを講じる姿勢を教授
するために、在地固有文書班の活動の一貫として、日本国内で実施される調査・収集活動に学生
を参加させる機会をもっている。
　そこで実施している調査活動は、主として以下の5点である。
（1）文書の保存されている状況を写真撮影・スケッチ等によって記録する（現状記録）。
（2）文書一点ごとに番号を付す。そのために、現状を変更する様子をビデオ撮影と紙面
への記録の双方で行いながら、文書を一点ごとに容器から取り出し、番号を付した封筒
に入れ収蔵箱に入れ替える。封筒と収蔵箱は、文書の酸化を防ぐために、中性紙でつく
られたものを用いる。
（3）文書の仮目録を作成する。後日、データベース化する。
（4）マイクロカメラにて文書の撮影をおこなう。
（5）在地固有文書の読み方の訓練をあわせておこなう。
　これまでに実施した調査実習は、下記の2回である。今後もできるだけ多様な文書群について、
実地の調査活動への学生の参加を促していく予定である。なお、調査にあたってさまざまなご便
宜をはかっていただいた文書所蔵者の方々や自治体関係者の方々に、この場を借りて心からお礼
を申し上げたい。
1．滋賀県大津市坂本  岡本永治家文書（2003年3月1日、2日）
　岡本家は、比叡山延暦寺の「公
くにん
人」の家系で、延暦寺の門前町坂本に代々居住している。「公
人」とは、延暦寺の僧侶でありながら妻帯と帯刀を認められた人々で、1721（享保6）年時点で
193人確認されており、三塔十六谷からなる延暦寺の堂舎・僧坊に所属し、年貢・諸役を収納す
る寺務を勤めていた。 その中でも岡本家は、延暦寺の三執行代、八学頭代、滋賀院留守居のもと
で、坂本町の行政を担う「四至内年寄」といわれる町役人を勤めたお宅である。そのため、同家
の文書には、「公人」としての寺務関係史料、「年寄」としての町方関係文書といった行政文書の
他に、「公人」仲間関係文書、家関係文書、そして「公人」から離脱する契機となった延暦寺の
神仏分離関係文書などがみられる。作業はいまだ全体の2割にも及んでいないため、今後も継続
的に調査をおこなっていく。 参加者：東京外国語大学関係者9人、他大学関係者15人、合計24人
2．長野県飯田市千代  中山和茂家文書（2004年3月27日、28日）
　中山家は、藤原定親の子親吉が1191年（建久2）に京から陪臣とともに下り、信濃国の山中に
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至ったという由緒を持つ家系であ
る。家来に山中を開墾させ、江戸
時代には山中村の名主を代々勤め
ることになった。徳川幕府によ
る公的な行政区分では、17世紀
から法全寺村の枝郷として扱われ
ているが、中山家の氏神である春
日大明神と熊野権現を山中村の鎮
守として祀り、法全寺村とは別個
の共同体を形成していることが確
認される。同家の史料からは、開
発領主である中山家が太閤検地に
よって領主権を失ったのち、村の
名主として地域を支配するものの、
しだいに他所からの入百姓や自立
して百姓化した家来らによって民
主的な村運営を営もうとする動き
におされ、名主も公選化されるな
ど、村の変化のあり方が典型的に
知られ、興味深い。現状記録は終
了したが、目録作成と写真撮影作
業が残されている。
参加者：東京外国語大学関係者9人、他大
学関係者7人、自治体関係者3人  合計19人
坂本岡本永治家文書　所蔵場所
中山和茂家文書　現状記録の様子
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ネパール出張報告 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授 石井溥
期間：2003年8月17日～ 8月24日
渡航先：ネパール
調査テーマ：ネパール－チベット交易従事者からの聞き取り調査
【背景】
　ヒマラヤ南面で東西に延びる山地には、平らな土地は極めて少なく、都市形成、国家形成の中
心となり得るところはごく限られてきた。カトマンズ盆地は数少ない例外のひとつで、小さな規
模ではあるものの、古く（5世紀以前？）から都市が栄え、そこを中心とする国家（ネパール）が形成
されていた。
　このカトマンズ盆地の繁栄を支えたのは、盆地の肥沃な堆積土による農業、インドとチベット
の中間に位置するという地の利を生かした中継交易、および種々の職人階層に担われた工芸、の
3本柱であった。特に中継交易は（時期にもよるが）莫大な富をもたらす要素であった。
　交易は古代からなされており、インド側の記録としては、カウティリャの『実利論』にネパー
ルの羊毛織布への言及がある。下ってネパールの7世紀初頭の碑文には、鉄、ヤクの尾毛、羊毛、
麝香鹿、銅製容器等の輸出に王の認可が必要であったことが書かれている。このうち銅製容器以
外はカトマンズ盆地（当時の「ネパール」）以外からもたらされたものである。この時代、ネパール
は既にチベットと政治的関係をもっており、ヤク、羊、麝香鹿等がチベットに求められた可能性
もある。歴史上ネパールは、唐、元、明、清等の中国の王朝とも交渉をもつが、それはチベット
を経由してのものであった。
　カトマンズ盆地を中心とする中継交易の担い手は、今日「ネワール」と呼ばれる人々の先祖で
あった。そして、その伝統は今に至るまである程度続いているが、1959年のチベット動乱とそ
れに続くチベット・ネパール国境の「閉鎖」により大幅に衰退したと言われている。もしそうで
あれば、ネパール－チベット交易の記憶は、これから急速に失われていくことになろう。このよ
うに考えた時、高齢化するネパール－チベット交易の経験者の話を記録することは現在、喫緊の
課題であると思われた。
【調査】
　 ・調査の眼目は、ネパール－チベット交易の経験者の自宅を訪問し、交易の経験に関しての聞
き取りを行うことであった。その際、関係する書類等があり許可が得られれば、そのコピーを
取らせて頂いた。ネパール－チベット（中国）国境の税関に提出するための交易品のリストは
その代表的なものである。またカースト成員についての出版物を出しているグループもあり、
関係書類としてそれも入手した。その他、ネワール、ネパール関係の文献の収集も行った。
　 ・聞き取り調査を行った地域は、主にカトマンズ市の南にあるパタン（ラリトプル）市である。
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ただし、パタンからカトマンズに移っていた家族もあり、その場合にはカトマンズの現住所を
訪問した。
　 ・聞き取り調査を実質的に実施したのは、ご自身パタン市の出身であり、東京外大で博士号を
取られたプルナ・R・サキャ氏である。石井は毎日サキャ氏に同行した。サキャ氏はネワール
の仏教徒であり、近隣、親族あるいは知人（の知り合い）等にネパール－チベット交易の経験者
が少なくない。大抵はその人々に電話でアポイントメントを取り、パタン市内の場合には徒歩
で訪問した。ちなみにネパールの8月は雨期であるが、この年はよく降り、ほぼ毎日傘をさし、
時には土砂降りの中を長靴で歩く状態であった。
　・話は主にビデオに収録した。場合により、補助的にＭＤ、テープレコーダーも用いた。
　 ・サキャ氏は2003年2月にも同様の聞き取り調査を（別の人々を対象に）行っており、また、互い
に直接に知らない人であっても、共通の知人（場合により親戚）をたどることができ、面接相手と
の関係をうち立てるのが早かった。従って、すぐにビデオ収録に入ってもほとんど支障がなく、
またインタビューも滑らかであった。石井は時に口をはさんで補足の質問をする程度であった。
　（なお面接相手等については、本誌前号の245～ 50頁にサキャ氏が報告しておられるので参照されたい。）
　 ・事後のことに属するが、文献の収集の際に交渉のあったネパール人研究者から、複数のネ
パール－チベット交易従事者による手紙のコピーの提供があった。
【若干の新知見】
　 ・パタンの人々は、カトマンズ盆地のネパール－チベット交易従事者のうちでは後発であり、
カトマンズ市やサンクーの町等の人々の方が早くから行っていた。
　 ・ネパール－チベット交易に参入していたのは、特定のカーストに限られず、さまざまなカー
ストの人々が従事していた。ただ（以前の）下位カーストの人はあまりみられなかったようであ
る。
　 ・ネパール－チベット交易従事者は商会の経営者と従業員に分かれ、多くは従業員として雇わ
れて交易に従事した人々であった。
　 ・交通機関は以前は徒歩であったが、近年では、可能なところでは車や（インドの）鉄道等が利
用される。
　 ・（サキャ氏の前号の報告にあるように）1959年のチベット動乱によってネパール－チベット交易が全
く途絶えたというわけではなく、かなりのネワール商人は交易を続けていた。ヒマラヤ越えの
交易の衰退の議論は、タカリーやシェルパ等の山地のグループには当てはまるが、ネワールの
場合には別の考察が必要である。
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ベトナム出張報告 東京外国語大学大学院地域文化研究科助教授 今井昭夫
1.出張先
ベトナム社会主義共和国
2.出張期間
2003年11月14日～ 11月25日
3.受け入れ機関、訪問機関、提携機関
①ベトナム国家人文社会科学センター所属「日本韓国研究センター」
②ハノイ外国語大学
③ベトナム国家人文社会科学センター所属「社会学研究所」
4.調査
　この出張では、オーラルアーカイブ班のプロジェクトの一環として「ベトナムにおける戦争の
記憶」の聞き取り調査を行なった。私のような外国人研究者がベトナム国内で「勝手に」聞き取
り調査をすることは困難であるので、「日本韓国研究センター」に受け入れてもらい便宜をはかっ
ていただいた。実際の聞き取り調査にあたっては、フィールドワークの経験豊富な「社会学研究
所」のファム・スアン・ダイ（Pham Xuan Dai）氏に同行していただき、ご協力を願った。
　今回の聞き取り調査は、「第二次大戦期の日本軍政下のベトナム」をテーマとし、この時代の
生き証人の方々からお話をうかがうことにした。この時代の生き証人の方々はだいたいが80歳
以上の高齢者になっておられるので、聞き取り調査の実施を急ぐ必要がある。今回はダイ氏の出
身地であるターイビン（Thai Binh）省（ベトナム北部にあり、首都ハノイから南東に位置する。省都のタービン市ま
でハノイから車で3時間ほど）での聞き取りと、ターイビンにゆかりのあるハノイ在住者の聞き取りを
主に行なった。ターイビン省は日本軍が「仏印進駐」してきた時のルートの一つに位置し、日
本軍が多く駐屯していたところの一つといわれている。日本軍政下のこととなると「200万人餓
死」がよく問題とされるが、今回の聞き取り調査では、それだけに焦点を絞るのではなく、日本
軍が当時のベトナム社会に与えた影響や当時のベトナム人の日本イメージなどを聞こうと努めた。
一番最初に聞き取りをさせていただいたのは、ターイビン市郊外の農村の古老であったが、録音
機器の操作に不慣れであったため、録音に失敗してしまった。以下では、インタビューがちゃん
と録音され、テープ起こしも済んでいるもののみを挙げる。
①レ・コン・フン（Le Cong Hung）氏（録音日：2003年11月18日）
　元ハノイ総合大学史学科教授、現在ターイビン在住、ターイビン地方史研究の一人者
②ブイ・ザー・フ（Bui Gia Phu）氏（1913年生まれ）（録音日：2003年11月19日）
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　日本軍政期にはターイビン省フズック県・県委書記。
③グエン･ヴァン･ゲ（Nguyen Van nghe）氏（1924年生まれ）（録音日：同上）
　日本軍政期には、ターイビン省で農民
④ダオ・クイ・ファン（Dao Quy Phan）氏（88歳）（録音日：2003年11月20日）
⑤チャン・ヒュウ・ダック（Tran Huu Dac）氏（録音日：2003年11月20日）
　元ベトナム共産党中央委員
⑥グエン・ドゥック・タム（Nguyen Duc Tam）氏（録音日：2003年11月21日）
　元ベトナム共産党政治局員
⑦ゴ・グエン・ラン（Ngo Nguyen Lang）氏（91歳）（録音日：同上）
　日本軍政期には救国青年会に参加
⑧グエン・ティ・タム（Nguyen Thi Tam）（77歳）（録音日：2003年11月23日）
　日本軍政時期、フエで女学生
　外国人による聞き取り調査は難しい点が多くある。政治的に微妙な問題など、外国人によるイ
ンタビューは忌避されることがままあるからである。上のリストのうち、④～⑦のインタビュー
では、私は同席することができず、協力者のダイ氏に代行していただいた。こういった形のもの
も聞き取り調査といえるのかどうか検討する必要もあろうが、ともかく記録として残しておくこ
とにした。今回の聞き取り調査の内容については、別の機会に詳しく紹介したいと考えている。
　出張の番外として、聞き取り調査を始めるまで時間があったので、ハノイ外国語大学を訪問
し、関係者と懇談した。ハノイ外国語大学の日本語学部は1学年の学生数がおよそ140名（学生数
総数は1017名）と比較的規模が大きい。日本語学部には韓国語のコースも併設されていて、教官数
は32名（うち日本人客員講師4名、韓国人客員講師2名）である。ちょうど折りしも、ハノイ外国語大学日
本語教育開始30周年（1973～ 2003年）のイベントが開かれていて、それに参加させていただいた。
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インドネシア出張報告 本COEポスト・ドクター研究員 菅原由美
用務
1.　2003年度写本調査報告受け取り（パレンバン及びミナンカバウ地域）
2.　2004年度写本デジタル化計画打ち合わせ（パレンバン及びミナンカバウ地域）
3.　2004年度マカッサル文書館所蔵オーラル・アーカイブ調査
出張期間
2004年2月9日～ 2月23日
訪問地
ジャカルタ：インドネシア大学、インドネシア写本協会事務所など
パダン： アンダラス大学文学部
マカッサル：南スラウェシ州公文書館
報告事項
1. 写本調査報告書（カタログ草稿）について
　2003年夏にパレンバン及びミナンカバウ地域の写本調査をおこなった。現地側パートナーと
して、パレンバンはジャカルタのインドネシア大学文学部講師陣によって構成されているインド
ネシア写本協会（Yayasan Naskah Nusantara ：YANASSA）に、ミナンカバウ地域はパダンのアンダラス
大学文学部講師陣によって構成されている研究グループに協力を依頼した。その調査結果が各団
体から写本カタログ草稿として提出された。以下がその概要である。
a.パレンバン
タイトル：Report: Catalogue of Palembang Manuscripts
編集責任者：Achadiati Ikram、 編集：YANASSA, Jakarta.
全ページ数：290 頁。付録：地図１頁、写真5頁。
写本分類： 天文学、言語、祈祷文、イスラーム法学、イスラーム神学、ハディース、法令、
薬学、プリンボン、コーラン、歴史、系譜、書簡、詩歌、イスラーム神秘主義、
ワヤン、その他
b.ミナンカバウ地域
タイトル：Manuskrip dan Skriptorium Minangkabau
編集：Kelompok Kajian Puitika, Fakultas Sastra, Universitas Andalas, Padang.
全ページ数：129頁。写本及び所蔵地の写真付
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写本分類： コーラン、コーラン解釈、イスラーム神秘主義、イスラーム法学、慣習法、歴
史、書簡、薬学・占星術、言語
　この2点は、C-DATSより、2004年度から順次出版する予定である。aのパレンバンの調査
概要については別頁参照。bについては次号掲載予定。
2. 写本デジタル化計画について
　2004年度に、上述の報告書（カタログ草稿）に基づき、パレンバン及びミナンカバウ地域におい
て、デジタルカメラを用いた写本の写真撮影を行う。撮影可能であると判断される写本を報告書
から選別し、パレンバンにおいては、専門業者が、ミナンカバウ地域では、アンダラス大学写本
研究グループが撮影にあたる。撮影した写真はCDに焼き付け、現地側研究機関（未定）と東京外
国語大学側に1セットずつ保管される。データベース作成とWeb上での公開については、写真
撮影後、2004年度末に再度検討をおこなうこととなった。
3. 南スラウェシ州公文書館所蔵オーラル・アーカイブについて
　東インドネシア地域の公文書資料を所蔵する在マカッサル南スラウェシ州地方公文書館（Badan 
Arsip dan Perpustakaan Daerah, Propinsi Sulawesi Selatan　旧国立公文書館第一級地方支部　Arsip Nasional R.I., Perwakilan 
Propinsi Daerah Tingkat I, Sulawesi Selatan）を訪問し、当館が所蔵する日本軍政期に関するインタビュー
集（カセットテープ100本）のデジタル化について、同文書館及び国立ハサヌディン大学側と
協議をおこなった。インタビュー集のデジタル化及び全内容のトランスクライブ作業を依頼
し、作業はハサヌディン大学調査活動センター社会人文学部門（Universitas Hasanuddin, Pusat Kegiatan 
Penelitian, Divisi Ilmu-ilmu Sosial dan Humaniora）の研究者と公文書館の職員が共同でおこなうことと
なった。成果物は文書館と東京外国語大学に1セットずつ保管することとした。出版については、
2004年度末に再度検討される。
インタビュー集について（概要）
　これは、1997-1998年に、日本占領期に関するインタビューによる記録作成を目的として、国
費によって行われた調査記録である。インタビューアーは、マカッサル公文書館職員2名。調査
をおこなった地域は、南部スラウェシ島各県。対象は一般人。これまでにこの記録を資料として
用いた研究は提出されていない。このテープを利用したい場合には、インドネシア調査ビザを申
請の上、同公文書館を直接訪問しなければならないが、調査ビザの取得は従来非常に時間と労力
のかかることであった。これが今回デジタル化による保存を契機に公開され、日本においても利
用が可能になることとなった。
　ちなみに、同時期に、要人に対しても同様のインタビューをおこなっているが（160本分のカセッ
ト）、これについてはデジタル化の許可がおりなかった。また、ジャカルタの公文書館にも同様
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の他地域に関するインタビュー・コレクションが存在するが、調査ビザを申請しても、調査は事
実上不可能であった（スハルト政権崩壊後、事情は変化しつつあるようだが、詳細は不明である）。
提出されたカタログ草稿2冊
今回の写本調査について報じた新聞記事：
コンパス紙2003年8月15日9頁とメディア・インドネシア紙2003年10月6日26頁
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スペイン・モロッコ出張報告 東京外国語大学大学院地域文化研究科教授 立石博高
 日本学術振興会特別研究員 佐藤健太郎
　前回（今年2月）の佐藤健太郎のチュニジア・モロッコでの予備調査に引き続き、今回は7月
1日から16日まで2週間あまりの日程でスペイン・モロッコにおいて佐藤健太郎と立石博高は、
史資料ハブ印刷媒体資料班のテーマに関わる史資料調査を実施した。今回の目的は、2月の予備
調査で貴重な文書類のデジタル化への可能性が開けたテトワン（モロッコ）のダーウード図書館と
の間で今後の提携について具体的な協議をおこなうこと、およびスペイン・モロッコ各地の研究
機関・図書館を訪問してさらに協力・提携関係を結べるところがないかを探ることであった。
　最初の訪問地マドリード（スペイン）では、昨年度まで東京外国語大学外国人講師をつとめてお
られたタニ・モラタヤ氏にいろいろとお世話になった。到着翌日の7月2日、最初の訪問先はト
レード（スペイン）のセファルディ博物館Museo Sefardí de Toledoであった。14世紀に建設され
たかつてのシナゴーグの中に作られたこの博物館では、スペインを中心にしたユダヤ教徒の遺産
に関する展示をおこなっている。今回は、テトワンのユダヤ教徒共同体に関する著作もあるロペ
ス・アルバレスLópez Álvarez館長と面会することができた。ここでは、ユダヤ教徒によって著
わされたかなり早い時期の刊本が所蔵されているとのことで、我々はそこに興味を抱いたが、複
写にはスペイン文化省からの許可が必要で館長の一存では判断を下すことはできないという。と
りあえずは、所蔵資料の目録を申請することからはじめることになった。
　トレードから戻って夕方にはマドリード市内にある高等学術研究院CSICの文献学研究所
Instituto de Filologíaでアラブ学部門のロドリゲス・メディアーノRodríguez Mediano氏、およ
びヘブライ学部門のヤコブ・ハサン Iacob Hassán氏の研究室を訪れた。ここはスペインにおけ
るアラブ学およびヘブライ学の総本山ともいうべき研究機関で、Al-Qantara、Sefaradというお
のおの分野でスペインを代表する学術雑誌刊行をになっている。ここには貴重なアルハミーア手
写本（モリスコがアラビア文字を用いてロマンス語を表記したもの）が所蔵されており、そのデジタル化の成
果がCD-ROMの形で公刊されているが、残念ながら絶版となっていた。そこで今後、ロドリゲ
ス・メディアーノ氏から、このCD-ROMの複製入手の可能性について口ぞえを頂くことになっ
た。また、自身モロッコのユダヤ教徒家系出身でもあるハサン氏からは、セファルディーム研究
の現況について、いろいろと貴重なお話をうかがうことができた。
　7月3日は、土曜日であったが市内のユダヤ=キリスト教研究センター Centro de Estudios 
Judeo-Cristianosを訪れた。ここは、シオンの聖母修道会がユダヤ教・キリスト教間の友好を目
的に運営しているところで、近現代スペインにおける反セム主義関連の資料があるのではないか
と訪れてみた。残念ながら、目ぼしい資料はなかったが、このセンターの活動自体がスペインに
おけるある種の他者認識を反映しているように思われ、それはそれで興味深かった。
　7月5日には、マドリードで最後の訪問先であるマドリード大学メネンデス・ピダル図書館
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Biblioteca Menéndez Pidalを訪れた。スペイン中世文学の大家である故メネンデス・ピダルの
名を冠した図書館で、コンベルソ（改宗ユダヤ教徒）の手になる中世スペイン文学の資料があるので
はないかと行ってみたが、こちらもあまり成果はなかった。
　翌日からは、地中海を渡りアフリカ側で調査を続行した。最初の訪問先はスペイン領の飛び地
メリーリャである。7月7日に訪れた同市のメリーリャ総合文書館Archivo General de Melillaで
は、館長のモガ・ロメーロMoga Romero氏に歓待していただいた。ここの文書館には、メリー
リャ史の手稿資料のみならず、スペイン統治下のモロッコ保護領時代に出版された書物、そして
19世紀から20世紀にかけての地図、版画、写真（当時のメリーリャと周辺のモロッコ地域を知るうえでの貴
重な印刷媒体資料）が数多く納めてあることを同氏の館内案内と説明によって知ることができた。そ
して書物に関してはカタログとパソコン入力化が済んでいるものの、後者の二つのジャンルに関
しては予算上からいまだにそれが進んでいないとの話しを受けた。そこで、本COEプロジェク
トでは、このカタログ化とデジタル化に協力する可能性があることを確認し、今秋以後、協定締
結を行なう方向で努力することに合意した（ただし、締結にはメリーリャ市当局の許可が必要とのこと）。
　メリーリャからは陸路国境越えをしてモロッコに入り、険しい山岳地帯とのどかな田園とが繰
り返し現れるリーフ山地を縦断してテトワンへと向かった。テトワンに到着した翌日の7月10
日にはテトワン大学教授ベンアブードBenaboud氏を訪問し、2月の予備調査に引き続き、プロ
ジェクトの概要説明とあらためて協力要請を行った。多忙の身にもかかわらず、今回も快く我々
への協力を約束してくださり、さまざまな便宜を図ってもらえることとなった。また、同じく
テトワン大学教授ジビルー Djbilou氏との面会もベンアブード氏の紹介で実現し、来年度に印刷
媒体資料班で予定している国際シンポジウム（19世紀から20世紀にかけてのスペインとモロッコのお互いの他
者認識を印刷媒体資料を通じて明らかにすること）での報告を要請したところ、快諾していただいた。ジビ
ルー氏は、文学作品を通してモロッコのスペイン像について研究しており、ジブラルタル海峡の
両岸における相互イメージの検討を主題とした来年度の国際シンポジウムでは刺激的な議論を展
開していただけるものと期待している（なお、スペイン側からのモロッコ像については、バルセローナのポンペ
ウ・ファブラ大学教授マルティン・コラーレスMartín Corrales氏を招聘の予定）。
　7月11日はテトワンの南約60kmの小都市シェフシャーウェン（シャーウェン）を訪れた。モリス
コたちの町（17世紀初めにスペインを追放された改宗イスラム教徒であるモリスコが多数ここに移住した）であると
して知られるところであり、現在は旧市街の美しい町並みからかなり多くの観光客を集めている
ところでもある。ここではシャウエンの文化遺産の保存や文化活動の後援をおこなっている地元
のヴォランティア組織であるリーフ・アンダルス協会を訪れ、当地における史資料の保存状況を
問い合わせた。同協会自身も手写本や文書類の保存事業には関心を抱いているとのことだったが、
残念ながらそのほとんどは公的な図書館や文書館ではなく、ライスーニー家をはじめとする旧家
が所蔵しており、なかなか一般には公開してくれないという。今回は、今後とも同協会とは連絡
を取り合おうというにとどまった。
　7月12日は、テトワン総合図書館Bibliothèque Générale et Archives de Tétouanを訪れ、副館
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長のドゥッカーリー Doukkali氏と面会した。同図書館は、独立以前はスペイン保護領下におけ
る中核的な図書館として位置付けられており、それゆえにスペイン・モロッコ関係に関連する重
要史資料があるのではないかと期待してきた。しかし残念ながら、スペイン保護領時代にスペ
イン語で発行された雑誌・新聞類は、植民地支配終焉とともにスペインへ持ち去られたり、独立
直後の混乱のために行方不明になったものも多いとのことで、あまり多くは残っていないようで
あった。また、ちょうど7月5日から一般への閲覧を停止して図書の整理期間に入っていたこと
もあり、実際にどのような史料が存在しているのかを確認することもできなかった。プロジェク
トへの協力の可能性も、当図書館が完全にモロッコ文化省の管轄下にあることもあって、まずは
モロッコの首都ラバトの本省との交渉が必要であるとのことであった。
　7月13日午前は、今年2月の予備調査の際にも訪問したダーウード図書館へと向かった。同図
書館の概要や蔵書については、前回調査の報告書に記したので詳しくはそちらを参照されたいが、
テトワンの旧家から収集した多数の文書類がとりわけ重要であろうと思われる。同図書館では館
長のハスナー・ダーウードHasna Daoud氏に改めて我々のプロジェクトの意義を説明したうえで、
所蔵資料のマイクロ化・デジタル化への協力を承諾していただいた。所蔵資料についてはほぼカ
タログ化されているとのことなので、まずはこれまでに整理されたカタログのコピーをいただき、
マイクロ化・デジタル化の対象となる資料の選定を日本でおこなうこととした。また、当図書館
には作業に必要な機材はほとんどないので、スキャナやデジタルカメラなどの準備も必要になる
であろう。同図書館との間には、秋頃をめどに正式な協定書と覚書をかわすつもりである。
　同日午後はアブド・アルマリク・サアディー大学（テトワン大学）本部を訪問し、副学長のムサー
ウィーMoussaoui氏と面会し、我々のプロジェクトについて説明した。同大学には特に貴重な
史資料があるわけではないとのことだが、教員スタッフの中にはモリスコ・セファルディーム関
連の専門家も多い。機会があれば我々のプロジェクトについて学内で周知してもらえるよう要請
してきた。
　最終日である7月14日は、かつては国際管理地区として各国領事館がおかれていたタンジー
ルへ向かい、タンジール・アメリカ公使館美術館Tangier American Legation Museumを訪れた。
ベンアブード氏の教示により、アメリカの外交文書が近現代のスペイン・モロッコ関係を読み解
くうえで参考になるであろうとの判断からだった。ここには、タンジールのアメリカ公使館と本
国との間の書簡がマイクロフィルム化されて所蔵されており非常に興味をそそられた。このマイ
クロフィルムについては、帰国後に米国立公文書館NARAより入手可能であることがわかった
ので、別途注文することにした。
　今回の出張では、ダーウード図書館をはじめいくつかの機関との間で協力関係を構築すること
ができた。今後も今回の調査で構築した関係をもとに、史資料のマイクロ化・デジタル化に向け
た作業を進展させていきたい。末筆ながら、今回の調査ではルミ・タニ・モラタヤ氏およびムハ
ンマド・ベンアブード氏にいろいろとお世話になった。我々の訪問を快く受け入れてくださった
各研究機関・図書館の方々に加え、上述のお二方にも謝意を表したい。
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奄美諸島出張報告 東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程 高須由美子
1. 出張先
沖永良部島、徳之島、奄美大島
2. 日　程
2004年3月14日～ 2004年3月20日
3. 目　的
神女組織関係を中心に近世奄美文書の調査を行う
　従来の近世奄美諸島における神女組織研究は、藩法からの分析・検討によるものであり、在地
固有文書には注目していなかった。そのため薩摩藩と神女組織、もしくは琉球王府の中央神女組
織と奄美諸島の神女組織という観点での研究にとどまり、村落における神女組織の意義は明らか
ではなかった。そこで神女組織の祭祀名、祭祀費用、回数、神役名称、階層、男性の介入といっ
た具体的事例を明らかにし、神女祭祀とその組織の村落における役割を実証的に検証するために、
今回、神役の家に伝わる祭祀関係文書である深見家文書、堀田家文書、大原家文書といった在地
固有文書の調査を行った。
4. 訪問先
3月14日（日） 知名町公民館　知名町立図書館
3月15日（月） 和泊町歴史民俗資料館
   鹿児島県立沖永良部高等学校
3月16日（火） 和泊町公民館
   和泊町立図書館
3月17日（水） 徳之島町公民館
   徳之島町立図書館
3月18日（木） 徳之島町手々
   ゆいの館
   伊仙町立歴史民俗資料館
3月19日（金） 名瀬市立奄美博物館
   宇検村中央公民館
3月20日（土） 奄美パーク
5. 概要
　奄美諸島の古文書の収集・調査・研究は、各地域の研究機関、大学、郷土史家によって行われ、
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収蔵場所も個人宅から博物館や公民館等の公共機関に移りつつある。
　例えば神女組織に関する具体的内容が記載されている「深見家文書」と「堀田家文書」の収蔵
場所は、大阪に転出した深見本家から徳之島町立図書館に移っており（2004年3月17日現在）、さら
に同年5月から徳之島町の生涯学習センター内にある郷土資料室に移転する予定である。
　この他にも1594（萬暦22）年に首里王府から焼内間切屋鈍ノロに与えられた辞令書や「大原家
文書」が個人宅から奄美大島宇検村中央公民館に収められている。そして宇検村中央公民館の古
文書及び「ノロ遺品」（神女の使用した衣装や道具等）も今年の秋には宇検村に建設される生涯学習セン
ターに移動する予定となっている。
　今回の調査の成果としては、①知名町公民館における「ノロ遺品」所蔵状況調査、②知名町立
図書館における史資料調査、③和泊町歴史民俗資料館の館長であり沖永良部郷土研究会会長であ
る先田光演氏訪問と同氏による「深見家文書」及び関連資料に関する御教示、④鹿児島県立沖永
良部高等学校教諭であり沖永良部郷土研究会の出村卓三氏訪問と同氏による近世奄美文書に関
する御教示、⑤和泊町公民館、和泊町図書館での「詰役系図・沖永良部島代官系図」及び近世奄
美史に関する文献調査、⑥徳之島町立図書館での「深見家文書」、「堀田家文書」、「前録帳」、「南
義祐喜日記帳」、小林文庫の調査、⑦徳之島町手々集落での古老からの聞き取り調査と地形把握、
⑧ゆいの館における「旅行心得之條々」等の文書調査及び学芸員の方からの御教示、⑨伊仙町立
博物館館長からの「深見家文書」、「堀田家文書」に関する御教示、⑩名瀬市立奄美博物館の文書
調査および研究成果に関する御教示、⑪宇検村中央公民館の「ノロ辞令書」、「大原家文書」、「ノ
ロ遺品」等の調査及び館長本田氏の御教示、⑫奄美パークにおける神女祭祀の映像資料の調査が
あげられる。
6. 課題
　「大原家文書」に関しては、時間の関係上一部未調査である。今後の調査の課題としたい。
第1図　焼内間切屋鈍ノロ辞令書
宇検村中央公民館蔵
第2図　吉野家文書
宇検村中央公民館蔵
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2004年度　21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点研究助成」受給者一覧
氏名 所属 研究課題 助成金額（千円）
窪田　道夫 博士後期課程 中国における外国人医療―市場化の拡大と技術的・文化的ハードルの存在― 210
呼斯勒 博士後期課程 内モンゴルに対する中国共産党・国民党の政策（1945～ 49年） 300
楊　善英 博士後期課程 日本キリスト教婦人矯風会と廃娼運動 100
Chu Xuan Giao 博士後期課程 民間信仰と近代―九州の一地方の事例から― 100
Thu Nandar 博士後期課程 メィツティーラにおける18-19世紀借金文書（テッガイッ）の収集とその研究 300
仁　欽 博士後期課程 内モンゴルにおける中国共産党の極左政策―対モンゴル人政策を中心に― 300
梁　益模 博士後期課程 徳川政権の改易政策 100
趙　正圭 博士後期課程 明治天皇地方巡業（六大巡幸を中心に） 100
伊藤　寛了 博士後期課程 トルコ共和国初期における「イスラーム復興」の思想的側面の解明：1940年代後半を中心に 150
高須　由美子 博士後期課程 奄美諸島における神女組織― 17世紀から19世紀を中心として― 300
野辺　優子 博士後期課程 ベトナム映画・映像資料に関する調査・収集 350
